
第17回ハイラフセミナー
挑戦！地域から日本を変える７つの提案

1

職員力をアップ
全庁的改革改善運動が
もたらしたもの

平成21年3月9日

『地域から日本を変える７つのポイント
～日本の環境首都コンテストから～』

尼崎市企画財政局行政経営推進室

調整課 江上昇
1

2

（自己紹介） 江上 昇

• 大阪市出身 ３1歳

• 前職はお笑い芸人（松竹芸能に５年間在籍）

• 京都市ではKBS京都ラジオ「森脇健児のサ
タデーミーティング」に1年間レギュラー出演

• 尼崎市主催「新人お笑い尼崎大賞」受賞を
きっかけに市役所へ転職

• 改革改善運動は、経歴を買われて発表会の
司会を頼まれたのがきっかけ。翌年、現在
の部署（調整課）へ異動して実行する立場に。
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尼崎市とは（運動の背景として）

•工業都市として発展

→ 公害が問題に

→ 環境への取組が盛んに

•お笑いの街。市民の活気
がある下町。

• 財政難。
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神戸
大阪

２０分
１０分

兵庫県の南東の端
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尼崎紡績（大正５年頃）写
真提供：尼崎市地域研究史料館
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尼崎製鋼所（昭和１２年頃）
写真提供：尼崎市地域研究史料館
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尼崎臨海部（昭和１０年頃）
尼崎市地域研究史料館
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http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/B000L438HM/ref=dp_image_0/249-8507901-7485106?ie=UTF8&n=561958&s=dvd
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13白井文市長
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改革改善運動って何？
業務改善運動、TQC（QC活動）など呼称は様々だが

要は

• 「職員が、自ら自分の業務を見直し、
課題を見つけ、改善していく」こと。そ
れを促す運動。

• 「現場発信の業務改善のこと」
「資料の整理」「朝の挨拶」から、

「ごみ収集車に広告を掲載して数千万円の収入」まで）
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市民の目線で考え参加を増やす化
改善前（問題点） 改善後（対策）

市の事業にもっと市民、関係団体、
職員の参加を増やしたい！

市民や参加者の目線で行政への
参画方法を考え直した

・ＮＰＯ交流会に参加するＮＰＯ法人がいつも同じ→設立２年以内のＮ
ＰＯ法人に案内を送付し、６団体が新たに参加！

・車座集会や市長室オープントークにて、若年層や初めての参加の方が
少なかった→イベントを土曜や夜間に行うほか、開催場所をカルフール
等でも開催した。

・まちづくり提案箱の書式を変更した

効果 ＮＰＯ交流会については１００名超の参加。車座集会は１回当
たりの参加者が増加。
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現場の発案による収入の増やす化

改善前（問題点） 改善後（対策）

財政難に対し、現場でも何か貢献
できないか？

子ども達にも人気のあるごみ収集
車を、広告媒体として利用する。

・各戸収集を行っているのは近隣では尼崎だけ！

・駅前での収集や、市内全域すみずみまで収集！

宣伝効果は大きいはず！

→等々を宣伝文句にスポンサー探し

・６台の導入で年間７２０万円の歳入を見込まれるが、

全３２台導入すれば年間約４０００万円の収入に！

効果 広告主を獲得して、見事歳入に結びつけた。
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先進的な取組、メディアでも紹介。
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（理由：財政難）
①丌況による税収減
②三位一体の改革による地方交付税の減
③高齢化、生活保護の増による扶助費の増

④震災復興時の借金
⑤競艇の収益を見込んだ施策展開
（最大１５０億円→ほぼゼロへ）

→平成14年には財政再建団体転落の危機

尼崎市が取組を始めた理由
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財政難で、大幅な歳出削減
（５ヵ年で800億円削減）

※ちなみに一般会計予算は1,844億円（H21）

尼崎市が取組を始めた理由

19

トップダウンでの削減に疲弊感
やらされ感ではなく、自分たちから改善を
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「現場発信の改善を促す」ことで

尼崎市が取組を始めた理由

20

・職員の意欲を高めよう
・現場発信の改善で、負担感をなくそう
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全庁的改革改善運動の目的

• 時代の変化に応じて変わる現場環境

• 職員の創意と工夫で、できるだけお金をかけず

に課題を解決する力をつける
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改革改善運動
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尼崎市での取り組み方法

•年初に職場での課題とその解
決に向けた取組方法を考えても
らい、一年間取り組んでもらう。

•年度末にその成果を発表しても
らう。
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We Do
シート

約半年間
の活動

Check Action
シート＋発表会

次年度に
向けて改善
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尼崎市の
全庁的改革改善運動

⇒H１５～ＹＡＡるぞ運動
⇒H１８～２ｎｄステージ

（普通ニ改善）
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改革改善を「やるぞ」、改革改善することが「あるぞ」

１５年度施政方針で示された

夢、

Ｙ

アシスト、

Ａ

あまがさき。

Ａ

「YAAるぞ運動」のネーミング
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「YAAるぞ運動」を
進める上でのポイント

わかりやすさ
参加者のモチベーションをあ
げる工夫
（楽しみながら、褒めながら）

28

全てサッカーに例えた

ゴ
｜
ル

オーナー（局長）
監督（部長）
コーチ（課長）

キャプテン
（活動推進者）

キャプテンは
チーム（職場）の
コンディションに
応じて活動を推進
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発表大会＝「YAAるぞカップ」

オープニング（４月）

キャンプ（キャプテン研修、職場会議）

エントリー（参加申込）
１次・２次・３次・ロスタイム

改革改善運動
（６月～）

発表大会

ＹＡＡるぞ
カップ

グランプリ
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業務をだれでも分かる化
改善前（問題点） 改善後（対策）

総合的な窓口ゆえに事務が煩雑で、
経験がないと事務が滞る

マニュアルを作成し、事務を効率化し
た

OBの協力を得て7種類の

マニュアルを作成。これらの

冊子マニュアルを加除式に

効果 事務処理が迅速に正確に対応できるようになった
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電話番号を誰でもわかる化
改善前（問題点） 改善後（対策）

担当者ごとの専門業務を把握できて
いなかった。（電話の度に当てずっぽう
で掛けたり、走り回ることも…）

いち早く電話をつなげるよう担当業務
ごとの内線電話帳を作成した。

作成⇒試行⇒

アンケートの実施⇒修正を行い、

使えるものができた
・多かった問合せ、困ったものを優先させ、

実情に応じたものにした。

・外部からの問合せの少ない業務につい

ては、削除した。

・シンプルな形にこだわった。

効果 応対に自信をもって電話に出ることができるようになった。電話に出
るまでのコール数が短くなった。
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苦手な食べものを克服できる化

改善前（問題点） 改善後（対策）

「食べることに意欲のない子どもが多
い」「子どもの好き嫌いを保護者が気
にしていない」なか、子どもの苦手な
食べ物の２／３は野菜だった。

園庭でクラスごとで野菜作りに取り組
み、収穫物をみんなで喜び味わった。

・１,２歳 プチトマト(昨年嫌いだった子どもが食

べるようになったから)

・３歳 とうもろこし(給食で多くの子どもが残し

たから)

・４歳 枝豆、二十日大根(野菜の生長に興味を

持たせたいから)

・５歳 イチゴ、きゅうり (身近な野菜の生長を知

らせたいから)なすび、ピーマン

効果 保護者への事後アンケートでは、「保育所に通ってから好き嫌いが少

なくなった。何でも食べるようになった」が８５％に。

コーンスープも一粒残さず食べられるようになりま
した
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「局内予選」

都市整備局予選

健康福祉局予選

34

決勝大会

優秀事例は

他都市の発表大会などへ派遣
福岡市・名古屋市・大阪市・山形市など
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尼崎市の
全庁的改革改善運動

⇒H１５～ＹＡＡるぞ運動
⇒H１８～２ｎｄステージ

（普通ニ改善）
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必ずしも全職員が積極的とはいえなかった

大会出場が目的化、取り組み内容以上に
パフォーマンス化の傾向

人事異動による活動の断絶

⇒次の３年間の課題として取組む

「YAAるぞ運動」の反省
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テーマは「普段から通常業務でニーズを
考え工夫改善」（普通ニ改善）

事務局（企画財政局）主導から各局主導へ

発表会は「競い合いの場」から「ベストプラ
クティスを学ぶ場」へ

「YAAるぞ運動」から
「２ｎｄステージへ」
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対策の内容①じゃあなる

①職員カイゼンじゃあなるの発刊

・地道な改善を行っている職場を紹介

→ 日常的な取組の延長でよいという印象付け

→ 改善は身近だと印象付け、拒否反応を無くす

→ 改革改善運動の認知度を上げる。
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ちなみに
・「改善じゃあなるの発行自体が改善的」

→ 厚生会だよりのページをいただいて経費０

→ 編集会議は昼休みのみ

→ スタッフのほとんどが１～３年目職員。

（研鑽の場・他の職場を知れる・若手だけで

製作していることでのやりがい）

対策の内容①じゃあなる

40

「じゃあなる」の効果

16.8%

3.0%

27.7%

5.9%

46.5%

「じゃあなる」を見て運動への意識が変わったか

身近になった

既に参加して
いる

変わらない

やってみよう
と思った

読んでいない

じゃあなるを読んで約８０％の人が「身近になった」
「やってみようと思った」「既に参加」と回答
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対策の内容②事例集

②事例集
・過去の改善事例をパワポ一枚で紹介

→ 他の課の取組で、できるものは導入。

→ 改善を共有し、全体の底上げ。
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市民の目線で考え参加を増やす化
改善前（問題点） 改善後（対策）

市の事業にもっと市民、関係団体、
職員の参加を増やしたい！

市民や参加者の目線で行政への
参画方法を考え直した

・ＮＰＯ交流会に参加するＮＰＯ法人がいつも同じ→設立２年以内のＮ
ＰＯ法人に案内を送付し、６団体が新たに参加！

・車座集会や市長室オープントークにて、若年層や初めての参加の方が
少なかった→イベントを土曜や夜間に行うほか、開催場所をカルフール
等でも開催した。

・まちづくり提案箱の書式を変更した

効果 ＮＰＯ交流会については１００名超の参加。車座集会は１回当
たりの参加者が増加。
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尼崎市の
全庁的改革改善運動

⇒H１５～ＹＡＡるぞ運動
⇒H１８～２ｎｄステージ

（普通ニ改善）
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一人で始める、誰もができる化

改善前（問題点） 改善後（対策）

ごみの減量推進を実施している課で
あるにも関わらず、意識が徹底できて
いなかった。

マイ箸、マイカップの推進。

食堂の割り箸をリユース箸への変更を
申し出！

・みんなでできる取組 （マイ箸）

・課の主な仕事はごみの減量推進・啓発だから、

職員が率先してごみを減らす取組を

・課の全職員がマイ箸、マイカップを持参

セルフ洗浄を実施することからスタート

→ 食堂で導入するなど運動は広がった。

年間72,800膳節減！（291kg、木が２．３本分）

（エコ尼君と食堂にて）→

効果 誰にでもできる、職場発信の、本業にマッチした取組。環境事業部
だけでなく、本庁でもリユース箸が取り入れられた。
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歳出経費を減らす化
現状・問題（こんな問題があった） 改善（こんな手を打ってみた）

尼崎市の魅力を発信する「るるぶ尼
崎市」の発行にあたり、職員にどれだ
け周知できるか、発行費用の負担額
を減らせるか。

全職員に働きかけ、 １口６文字１００
０円で寄付を募り、るるぶ尼崎市の広
告を１頁買い取り、寄付者のメッセー
ジや氏名、ニックネームを掲載した。

Ｐ１１８に注目！

５５０口分の応援の

気持ち

効果 一部の関係課だけでなく、より多くの職員に「るるぶ尼崎
市」の発行を周知できたことにより、参加意識の醸成と後々のＰ
Ｒ促進に繋がったと思われ、売れ行きは好調である。また、広告
収入の増により市の負担額を軽減することができた。
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取組や姿勢が見える化、見せる化

現状・問題（こんな問題があった） 改善（こんな手を打ってみた）

市民・事業者・行政を巻き込んだ
地球温暖化対策が少なかった。

①壁面緑化事業の改善

②マイバッグ運動の改善

③省資源・省エネ対策の改善

①壁面緑化事業 課題：市民
への普及啓発の丌足

・公共施設の壁面緑化を拡大
し、市民に周知

・年間を通して壁面緑化講習会
等を実施し機会を提供

②マイバッグ運動 課題：普及啓
発が進んでいない

・レジ袋削減等環境協定締結し
事業者自ら目標を設定

・キャンペーンの実施し市民・行
政が事業者を後押し

③省資源・省エネ対策 課題：行政
の率先した取組が少ない

・本庁舎ライトダウンの実施しライト
ダウンキャンペーンを周知

・ごみ箱の撤去し他の職場でもでき
る簡単な取組を検討

ライトダウン：170ｋWの電気を削減、
市民への周知に効果大

ごみ箱撤去：ごみ減量意識の向上、
ごみ減量市民から壁面緑化についての

問合せが増加
事業者、市民、行政が協働でレ
ジ袋削減の取組を実施

効
果

環境部
庁舎

講習会
の実施

協定締
結式

キャンペー
ン実施 効

果

本庁舎ラ
イトダウン

ごみ箱
撤去 効

果
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来庁者が行きたい場所をさがさナイ化
現状・問題（こんな問題があった） 改善（こんな手を打ってみた）

・雑然としたポスター等の掲示

・窓口案内等の統一性がなく、来庁者に
とって分かり易いとは言いがたい。

・壁等の汚れがひどい。

・廊下の景観に対する配慮が十分とは言
えない。

・フロア全体に関する案内板等の設置。

・掲示ルール等の策定と統一化。

・壁の清掃を実施。

・写真ギャラリーの開設。

・維持改善体制を整備。

・ルール等の規定化。

効果 来庁者等の視点に立った分かり易い掲示や廊下景観の向上を図ると共に、そ
の維持改善体制も整えることができた。また、フロア職員の意識等も変化してきている。

48

それではここで改善事例
のVTRをご覧ください
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全国に広がる業務改善運動

ワンステップアップ運動
（福山市）

ＹＡＡるぞ運動/２nd
ステージ（尼崎市）

すみやか業務改善運動
（名古屋市）

ちょい革運動
（柏原市）

磐田モデルのカイゼン
運動（磐田市）

ハマリバ収穫祭
（横浜市）

ＤＮＡ運動
（福岡市）

カイゼン甲子園
（大阪市）

改善王選手権
（福井市） はながさ☆グランプリ

（山形市）

改善の種コレクション
（札幌市）

やるまいええじゃないか
スタジアム（豊橋市）

50

業務改善運動の全国大会が！

昨年度は尼崎市で開催

一昨年度 山形市で開催



第17回ハイラフセミナー
挑戦！地域から日本を変える７つの提案

26

51

共
有
と
共
鳴

52

今年度は福井市で開催決定！

来年度は東京都中野区が名乗り！！
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改革改善運動を通じて
尼崎市職員がどう変わってきたか

もっとこうしたらよくなるのに、という状況でも、
変革を嫌う役所では行動を起こしにくい。

→この運動があったから提案できた。

頑張りたい人が仕事の枠を越えて活躍する。

参加した職員が次の世代を主役にし、サポー
トする立場でこの運動に参加している。

数字では計れないが、効果を
挙げている実感がある。

54

改革改善運動への呼びかけ

1人が100歩進むのと

100人が1歩ずつ進むのは

そのときの効果は同じ。

しかし

次の100歩の大変さが全然違う。
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尼崎市行政
経営推進室
ama-gyoseikeiei@city.amagasaki.hyogo.jp                                           

T06-6489-6124
F06-6489-6793


